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三味線の音に合わせて　　　　11月29日　中央公民館大ホール

11月28日、29日中央公民館で第6回遠賀町文化祭が行われました。

洋裁・和裁・習字・生花等の展示や、押倒の文化芸能大会があり、終［i公民館から拍手や、唄声、楽器の昔が聞こえ

ていました。

＊12　月　の　税　金　＊

固　定　資　産　税　　3　期　分　　納期限12月25日（金）まで

みなさんの　税金で　明るく　住みよい　町づくり
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み　ん　な　の　協　力　で　　火　災　の　な　い　町　を

役
　
場
　
事
　
務

役
場
の
押
務
は
1
2
月
2
8
日
年
制
中
に

「
御
用
納
め
」
を
行
い
、
1
月
3
日
ま

で
窓
口
、
一
般
事
務
は
休
み
ま
す
。

ま
た
、
4
日
の
押
務
も
、
、
御
用
始

め
」
で
午
前
中
し
か
取
り
扱
い
が
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
抄
本
、
転

出
紐
的
茸
な
ど
は
、
1
2
月
2
8
日
午
後
以

降
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

方
は
早
口
に
役
拗
に
お
い
で
下
さ
い
。

た
だ
し
、
声
籍
の
受
付
（
出
生
届
、

死
亡
届
等
）
　
に
つ
い
て
は
当
晴
着
に
申

し
出
て
下
さ
い
。

老

人

憩

の

家

1
2
月
2
9
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。

新
年
1
月
5
日
か
ら
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

中

央

公

民

館

公

民

館

別

館

籍
一
、
第
二
武
道
場

遠
賀
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

1
2
月
2
8
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
館

い
た
し
ま
す
。



第280号（3）塵⑯筋勉餅

鬼　　　　　　若　　島

鷲悪書薫
修康雑言離
二善子　二

二太　井
村　田　口
千
代　　淳
子捻　子

廊林　高
田　　木
み
つ　君

子　代　司

旧　　　　　　　　　　　　　　新
垂木岩　　山　永竹富大石荒　　山　森成団　江　橙浦荒
庇村本停∴崎滴下賀‖陸丸牧町　中　田　圃　戊上本上牧

ゆ　憩
群∴∴援和　昭∴∴∴　丁重泰か　美税理　　和　　桟多　洋　尚　和
美　　千　千　一　　猛樹　知　り　子　予　想∴∴恵　子　予想　一　子　男　個

慧書架蔑嵩高葱篤志雑然曹尾篭
優　　　　現実百玲　　京杉　園　英知七
千　　饉仁慈言結合子　　子惣広　浜子範

古　間　　　　　　吉窟松原梶川大　　　　柴　中
質　村　　　　　　永本屋　田原　口　篭　　　　田　村
久　　　　　　　　　ひ　　　　む
美　浦　　　　　　敏　と　理実　つ　脳　　　　　　敏　浩
子　治　　　　　　辛　み　恵　弓　子　子　浩∴∴∴∴子　司

費用埜∴∴発出
一美　泉　崎実線

青苗古課上武言柴
野野野手　谷　田

孝保稔　　諸
子　裕子　剛　同日賢

東　　　　美
山　末木井　　申　出謡
本松野上　町　穏「柴　田

千　　　　　　地
英　　男　津　　　　由
一一貫嗣子∴∴聡美

老白
野　解　氷　田IIi
田　津　東　口　本　良

政信　　悦宰　　輿忠恕　信宏　正
秀子発∴∴∴子　政　　幸裕彰之文子

20歳になったら　国民年金に加入しましょう

1
月
1
5
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
新
成
人
の
方
々
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
遠
賀
町
で
も

記
念
行
苺
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
万
（
旧

和
統
年
4
月
2
日
～
紳
年
4
月
1
日
の
陶
の
出
生
者
）
を
調
査
し
日
月
2
1
日
現

在
で
次
の
通
り
罷
職
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
転
入
さ
れ
た
方
、
誤
記
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
謹
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
面
倒
な
が
ら
教
育
委

員
会
郵
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
な
お
、
現
在
学
生
の
方
で
遠
賀
町
に
住
所

が
な
く
て
、
冬
休
み
で
帰
郷
さ
れ
る
方
も
ぜ
ひ
参
加
下
さ
い
。

津
柴
田
　
賢
一

松
神
田
　
尚
美

竹
内
ま
ゆ
み

舛
添
　
奥
美

津

小
林
　
孝
子

福
留
　
聡
樹

山
下
　
美
加

尾
　
崎
浦
∴
∴
溌
也

西
岡
∴
∴
微

細
生
　
武
志

松
井
記
代
英

別
　
府
安
部
　
加
代

泉
原
　
胴
文

大
石
美
智
代

小
玉
　
絵
美

田
中
　
　
蕊

古
瀬
∴
秀
美

宮
迫
　
節
子

千
代
丸
中
西
　
　
博

今
古
賀
生
滅
　
善
雄

熊
村
　
文
子

遠
賀
川

有
富
　
木
実

池
田
∴
破
画

古
賀
∴
成
業

日
石
美
枝
子

永
酒
　
樽
実

測
田
美
田
貰

迎
田
佳
代
子

広
　
波
入
江

井
上
　
鍋
彰

浦
野
∴
∴
凪

池
井
∴
日
索

木
藤
　
史
江

嶋
松
由
美
千

早
崎
∴
諦
宏

山
口
日
登
美

矢
内
由
紀
枝

井
上
　
話
手

上
野
　
正
浩

川
原
　
和
男

麿
野
さ
ゆ
り

竹
田
其
由
美

那
須
∴
∴
強

行
定
　
早
苗

柴
田
∴
祐
二

甫
崎
　
晴
文

藤
井
　
俊
郎

吉
川
馳
一
郎

久
保
∴
敏
郎

勝
野
　
京
子

石
松
　
君
香

川
上
　
　
撃

添
田
　
幸
治

吉
富
　
倫
子

虫
豊
津
菊
次
登
志
己

柴
田
　
稚
明

八
木
美
智
憩

川
崎
し
の
ぶ

河
野
　
裕
二

菰
広
　
秀
一

二
村
∴
健
治

水
上
　
僅
代

山
本
　
哲
也

道
　
管
明
松
　
広
子

松
ノ
本
上
田
∴
洋
美

片
岡
∴
∴
池

篠
田
約
手
橋
本
吉
野
吉
野
織

東
和
苑
秋
元
　
達
也

工
礫
る
み
子

訳
出
　
克
也

龍
田
憩
美
子

土
屋
　
強
情

永
田
由
美
子

橋
田
由
紀
子

尊
下
　
壊
冶

浅
　
木
一
日
美
智
子

桶
山
　
男
明

繋
山
　
孝
一

田
原
　
聖
子

千
々
和
乎
弘

三
浦
　
秀
績

吉
岡
　
保
信

大
洋
興
業

向
井
　
　
誠

早
田
　
安
範

木
　
や

マ
ー
ク
ス
工
業

森
永
　
弘
次

演
蛤
－
勝
之

寺
山
　
雑
則

懇
談
　
久
子

飯
田
　
正
一

凝
藤
　
修
一

西
田
　
捕
縄

前
田
な
つ
江

石
松

“
月
“
日
月

白
石
須
田
近
松
村
田

上
田
　
　
舗

久
保
田
副
詞

境
　
　
美
佐

瓜
向
　
正
樹

中
筋
加
代
子

野
崎
∴
艶
子

松
永
加
代
子

芳
村
　
正
樹

小
南
　
幸
枝

統
本
手
幸
子

添
田
　
久
重

田
村
　
勝
代

浪
松
　
　
藤

吉
田
　
和
男

渡
辺
　
雅
子

長
友
　
金
光

杉
本
　
仁
美

小
林
み
ど
り

白
木
　
久
子

柿
崎
∴
鵬
江

泌

選

一

離

村
田
　
蜜
成

添
田
　
雑
事

石
原
　
呂
勝
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昭和56年（1981年）

国際障害者年

繊
くテーマ〉完全参加と平等

みんなそろって　明るい正月を
「歳末たすけあい運動」に　こ協力を12月20日まで

t
　
「
　
、
幸
ム
ー

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
徳
山
四
郎
様

（
上
別
府
）
　
徳
山
ト
ミ
ヨ
様

散
光
土
　
深
様

（
別
　
府
）
　
井
土
　
浦
行
様

全
国
社
会
福
祉
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

国
際
障
害
者
年
、
社
会
福
祉
邦
楽
法

制
定
、
社
協
創
立
0
0
周
年
を
誰
念
し
て

東
京
都
で
、
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
閲

膿
さ
れ
、
本
町
か
ら
も
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

◎
社
協
関
係
団
体
功
労
者

艶
福
啓
一
氏
（
前
祉
協
会
長
）

轡
擬
態
灘
懸
擬
態
撥
…

菱
に
も
共
済
を
掛
け
ま
し
　
ょ
　
う

土
地
の
有
効
利
用
や
転
作
作
物
と
し

て
当
町
も
愛
作
付
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
が
、
農
薬
災
害
補
鎖
の
充
実
を
計
る

た
め
昭
和
5
7
年
産
麦
共
済
の
引
受
け
を

現
荏
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
菱
作
付
者

は
漏
れ
な
く
細
目
番
の
琵
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
細
目
蕾
は
生
産
組
合
長
が
お
持

ち
で
す
の
で
、
必
要
密
項
を
記
入
の
上

署
名
で
細
目
蕊
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

麦
転
作
以
外
の
借
入
地
は
、
作
付
著

名
で
摘
要
欄
に
誰
々
か
ら
借
用
と
く
わ

し
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

参
考
昭
和
5
0
年
産
麦
共
済
掛
金
率
表

（
昭
和
5
7
年
産
分
は
基
準
収
謹
出
の

変
更
に
よ
り
、
多
少
変
更
が
あ
り
ま

す。）

1
2
月
1
5
日
ま
で
に
生
産
組
　
引

合
長
に
提
出
し
て
下
さ
い
　
ル

（
〓
風
当
り
耕
作
面
請
1
5
　
冊

ア
ー
ル
以
上
は
競
落
加
　
侵

入
、
1
5
ア
ー
ル
以
下
は
任
…

恵
加
入
）
※
細
目
書
の
記
入
方
法

麦
転
作
の
場
合
、
転
作

不
明
な
点
は
寝
業
練
農
業
共
済
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

身
障
者
運
動
会
に
思
う

去
る
n
月
2
2
日
、
遠
賀
町
身
障
者
会

及
び
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
共
催
に
よ
る

運
動
会
が
遠
賀
中
学
校
の
体
育
館
で
開

施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蘭
書
に
応
じ

た
極
目
や
家
族
参
加
の
競
技
等
が
行
わ

れ
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
一
時
ご
ろ

閉
会
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
運
動
会
に
参
加
し
て

の
印
象
は
、
お
世
辞
に
も
盛
会
と
い
う

に
は
ほ
ど
遠
く
、
声
援
に
も
今
一
つ
充

た
さ
れ
な
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
第
一
に
参
加
者
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
身
輯
会
々
貝
柳
名
、

親
の
会
々
貝
2
6
名
、
家
族
を
含
め
る
と

少
な
く
と
も
棚
名
僧
は
関
係
者
が
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
わ
ず
か
5
0
名
た
ら

す
の
参
加
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一

つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
執

行
部
の
万
々
が
色
々
と
協
議
し
準
碗
計

画
さ
れ
た
苦
労
を
考
え
る
と
本
当
に
気

の
輩
で
心
さ
み
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
国
際
障
害
者

年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
完
全
参
加
と
平

等
」
を
考
え
る
と
き
、
も
っ
と
積
極
的

に
参
加
す
る
姿
勢
と
憩
欲
が
大
部
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
9
　
陣
薯
を
も
つ
人

は
、
や
ゝ
も
す
る
と
消
極
的
に
な
り
が

ち
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
が

「
健
常
者
に
負
け
な
い
ぞ
」
と
い
う
秘

極
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に

生
き
甲
斐
と
、
色
き
る
よ
ろ
こ
び
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

先
日
の
朝
日
新
聞
に
本
町
尾
崎
区
の

職
業
訓
練
生
、
松
井
順
一
さ
ん
（
3
1
才
）

が
去
る
日
月
1
日
、
大
分
県
で
開
倣
さ

れ
た
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出

場
し
、
本
人
と
し
て
も
予
想
外
の
上
位

八
位
入
賞
を
果
し
た
記
事
が
他
職
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

松
井
さ
ん
は
1
9
才
の
と
き
、
思
い
が

け
な
い
交
通
部
故
で
足
が
不
自
由
に
な

り
以
来
専
い
す
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
健
康
な
と
き
に
は
全
く
ス
ポ
ー
ツ

に
縁
が
な
か
っ
た
が
、
生
き
甲
斐
と
し

て
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
、
努
力

が
実
っ
て
全
日
本
選
手
と
し
て
海
外
試

合
を
三
回
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
も
自
分
の

力
を
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
談
極
性
か

ら
練
習
も
せ
ず
に
は
じ
め
て
参
加
し
た

そ
う
で
す
が
、
将
来
は
車
い
す
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
世
界

の
有
名
選
手
と
競
う
臼
を
日
指
し
て
鍬

晋
に
汗
を
流
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
に
こ
の
よ
う
に
淡
極

的
に
陣
蕾
を
克
服
し
な
か
ら
酸
く
生
き

て
い
る
実
例
が
あ
る
こ
と
は
、
身
障
者

を
勇
気
づ
け
る
も
の
を
感
じ
心
強
い
限

り
で
す
。
松
井
さ
ん
の
一
周
の
こ
健
闘
を
折
る

と
共
に
、
更
に
第
二
、
第
三
の
松
井
さ

ん
が
本
町
の
身
障
者
の
中
か
ら
生
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
全
て
の
身
障
者
が
積
極
的
な

姿
努
で
社
会
に
参
加
し
、
一
般
の
人
の

単
な
る
同
情
で
な
く
、
深
い
理
解
を
求

め
「
平
等
に
生
き
る
概
則
」
を
行
使
し

て
生
き
る
よ
ろ
こ
び
の
あ
る
日
々
を
過

さ
れ
る
こ
と
を
轍
い
ま
す
。

（
親
の
会
　
N
生
）
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道路に　　ゴミやあきカンを捨てないように
－みんなで守ろ　う　安全で美し　い道路－

舘
7
回
公
民
館
対
抗

駅
伝
大
会
開
催

G奪．、

走
る
部
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
対
す
ろ
瑠
解
と
関
心
を
深
め
、
町
民

相
互
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す

る
郭
を
ね
ら
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
各

区
代
表
選
手
に
、
多
数
の
御
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
主
　
催
　
教
育
委
貝
会

▽
主
　
管
　
遠
賀
町
陸
上
競
毀
協
会

∇
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
1
2
月
2
0
日
（
日
）

受
　
　
付
　
9
時
～

開
会
式
　
9
時
4
5
分
～

ス
タ
ー
ト
　
1
0
時
～

閉
会
式
　
日
時
0
0
分
～

第
1
回
　
遠
賀
町
少
年
武
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

⑲
…
…
　
1
1
月
1
5
日
（
日
）
、
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
遠
賀
町
請
少
年
育
成
町
民
会
議
ギ
偶
で
、
塾
手
道
・
柔
∵
…
・
⑱

⑪
…
・
道
・
剣
道
の
各
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
選
手
達
は
、
日
頃
か
ら
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
菟
椰
し
…
・
⑪

⑪
…
気
合
い
の
こ
も
っ
た
試
合
が
続
き
ま
し
た
。
本
町
関
係
者
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
…
・
⑪

柔
　
　
　
道

3
　
位
　
冨
崎
　
正
行

優
∴
麟
　
中
嶋
　
俊
徳

塑
優
勝
　
古
賜
　
寧
文

▽
オ
ー
ダ
ー

。1区
。2区

。3区
0
4
区

。5区
。6区
o
7
区

。8区

▽
場
　
所

・
コ
ー
ス
・
走
腰
紐

0
0
才
以
上
　
2
・
1
履

中
学
生
　
　
2
・
3
血

2
0
才
代
　
　
2
・
l
慮

中
卒
～
1
9
才
　
2
・
3
品

小
学
生
　
　
2
・
1
血

中
学
生
　
　
2
・
3
品

0
0
才
以
上
　
2
・
l
由

2
0
才
代
　
　
2
・
3
鳥

島
田
小
学
板
前
ス
タ
ー
ト
～
小
鳥
掛

～
尾
崎
の
周
回
コ
ー
ス

受
付
、
開
会
式
、
閉
会
式
は
島
田
小

学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

型
の
部

◎
小
学
校
4
～
6
年

o
賛
辞
の
郵

準
優
勝
　
　
増
田
漕
二
郎

o
縁
語
の
部

準
優
勝
　
　
栗
原
　
光
宏

◎
中
学
校

準
優
勝
　
　
仲
野
∴
託
志

3
　
倍
　
　
伴
野
　
孝
治

組
手
の
部

◎
小
学
校
1
～
2
年

。
黄
静
の
部

3
　
位
　
　
白
水
　
　
敦

◎
小
学
校
5
～
6
年

。
縁
語
の
郵

優
　
勝
　
　
伸
塵
∴
輔
浩

◎
中
学
校
の
部

健
∴
勝

3

　

位

伸
麿
　
正
浩

皆
野
　
孝
治

中
学
校
1
年
　
準
優
勝
∴
話
木
英
雄

〃
　
2
年
　
優
∴
麟
　
安
永
浩
一

〃
　
2
年
　
郵
健
勝
　
池
宝
鑑
行

㊨
団
体
戟
　
優
勝
　
遠
賀
A

剣
　
　
　
道

個
人
戦
（
町
内
児
童
生
徒
に
よ
る
）

級
外
（
下
級
）
優
　
勝
　
白
石
　
有
子

欝
健
勝
　
寓
永
　
優
美

3
　
位
　
安
瞭
∴
浩
二

級
外
（
上
級
）
優
∴
麟
　
白
石
　
順
一

準
優
勝
　
吉
永
　
六
美

副
出
　
穂
作

近
松
大
二
郎

広
田
　
　
亭

山
下
　
は
秀

苗
場
　
万
博

吉
村
建
一
郎

山
口
　
大
輔

久
々
原
浩
司

大
橋
　
雅
志

柴
田
　
裕
治

石
橋
　
仁
裕

寺
寄
∴
覚
紀

金
子
美
智
代

岡
崎
∴
∴
潔

滝
瀬
　
　
湖

中
村
　
　
営

㊨
団
体
戦
　
女
子
の
郵

優
　
勝
　
　
遠
賀
町
剣
道
教
室

遠
賀
郡
・
中
間
市
中
学
校
新
人
大
会

遠
賀
中
学
校
選
手
の

成

績

は

？

Ⅱ
月
1
4
日
、
1
5
日
を
中
心
に
郡
内
及

び
中
間
市
の
中
学
校
サ
ー
ク
ル
新
人
大

会
が
行
わ
れ
、
遠
賀
中
学
校
は
大
健
闘

し
ま
し
た
。
鮨
柴
は
次
の
と
お
り
で
す

○
駅
伝
都
　
郡
市
大
会
　
優
　
勝

餅
堂
大
会
　
第
三
位

福
岡
県
大
会
出
城

0
陸
上
競
技
部
（
男
子
）

総
合
　
　
優
∴
麟

個
人
　
　
優
勝
6
種
目

リ
レ
ー
　
健
勝
2
種
目

○
陳
－
競
技
部
（
女
子
）

総
合
　
　
俊
∴
麟

個
人

リ
レ
ー

O
畠
球
部
（
男
子
）

○
卓
球
部
（
女
子
）

○
剣
道
部
（
男
子
）

○
剣
道
部
（
女
子
）

○
挺
球
部
（
男
子
）個
人

○
進
球
部
（
女
子
）

優
勝
5
翻
日

優
勝
2
種
目

団
体
　
優
勝

団
体
　
優
勝

個
人
　
優
勝

団
体
　
準
優
勝

個
人
　
優
勝

団
体
　
優
勝

個
人
　
優
勝

団
体
∴
第
三
位

優
勝
　
郵
優
勝

団
体
　
優
勝

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
（
男
子
）
二
回
戦
惜
敗

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
（
女
子
）
　
償
勝

○
バ
レ
ー
部
（
女
子
）
　
　
　
第
三
位

0
野
球
部
一
回
戦
　
　
　
　
惜
敗
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ハンドバックはかかえ

るように持ちましょう

ゆ　く　年　　く　る　年　　み　ん　な　で　防　犯

1
2
月
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や
ひ
っ
た
く
り
犯
の
。
か
せ
ぎ

時
〟
で
す
。
ボ
ー
ナ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
な
に
か
と
大

金
が
動
き
、
正
月
の
堆
傭
な
ど
で
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、
家
を

あ
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

圏
閣
醍
開
園
細

〇
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で

も
必
ず
戸
締
り
を
し
、

隣
近
所
に
「
ひ
と
が
」

か
け
て
留
守
宅
懲
戒
を

依
頼
す
る
。

0
玄
関
や
窓
に
は
、
ふ

だ
ん
の
鑓
訓
の
ほ
か
に

補
助
錠
を
つ
け
る
。

○
外
泊
な
ど
で
留
守
に

す
る
と
き
は
、
新
聞
や

牛
乳
等
の
配
達
も
の

は
、
忘
れ
ず
に
取
入
れ

る
よ
う
近
所
の
人
に
た

の
ん
で
お
く
。

○
昼
間
か
ら
一
日
で
外

出
中
と
わ
か
る
よ
う
な

カ
ー
テ
ン
は
し
な
い
。

○
不
必
要
な
現
金
は
家

に
置
か
な
い
。
ま
た
預

金
通
帳
と
即
か
ん
は
必

ず
別
々
に
保
留
す
る
。

○
艶
麗
酌
に
は
必
ず
戸
締
り
を
点
検
す

る。〇
枚
は
建
物
の
回
り
を
明
る
く
、
家
の

中
を
暗
く
し
て
中
が
見
え
な
い
よ
う
に

田
園
閉
園
四
囲
国
昭
四

〇
大
金
の
運
搬
に
は
、
女
性
や
老
人
は

避
け
、
必
ず
二
人
以
上
の
兜
性
で
あ
た

る。○
現
金
を
受
け
と
っ
た
ら
、
ニ
セ
の
銀

行
員
な
ど
に
特
に
注
意
し
声
を
か
け
ら

れ
て
も
不
用
意
に
現
金
を
渡
さ
な
い
。

○
大
金
を
持
っ
た
と
き
は
、
混
雑
す
る

乗
り
物
な
ど
は
避
け
誇
り
逆
を
し
な

○
デ
パ
ー
ト
特
売
場
・
駆
り
場
・
駅
な

ど
の
混
雑
す
る
と
こ
ろ
で
は
特
に
財
布

の
山
入
れ
に
気
を
つ
け
、
大
金
は
前
身

か
ら
離
さ
な
い
。

○
混
雑
の
場
所
で
は
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

は
胸
の
あ
た
り
に
抱
え
持
つ
。

○
暗
い
場
所
や
人
通
り
の
少
な
い
夜
道

は
さ
け
る
。

0
歩
車
道
の
区
別
の
な
い
通
路
を
歩
く

と
き
は
、
道
路
蹴
倒
の
手
に
鞄
類
を
詩

つ
。
（
車
道
側
に
持
た
な
い
）

園
囲
関
田
回
圃
四

〇
チ
ン
ピ
ラ
・
酔
っ
払
い
な
ど
に
、
い

い
か
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
と
き
は
、
は

っ
き
り
し
た
態
度
を
と
り
、
。
ス
キ
〟

を
与
え
な
い
。

○
被
害
を
受
け
た
り
、
受
け
そ
う
に
な

っ
た
と
き
は
、
泣
き
寝
入
り
せ
ず
勇
気

を
も
っ
て
瞥
繁
に
届
け
る
。

○
小
さ
な
環
力
で
も
、
見
た
り
闘
い
た

り
し
た
と
き
は
、
す
く
一
一
〇
番
す
る

〇
滴
に
酔
っ
た
と
き
は
、
ひ
と
り
よ
が

り
の
行
動
を
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く

自
宅
に
帰
る
。

○
暴
力
団
な
ど
か
ら
、
寄
付
金
や
、
み

か
じ
め
科
な
ど
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
拒
否
し
す
ぐ
警
察
に
届
出
る
。

今
年
も
先
月
、
柳
川
で
白
秋
祭
の

諮
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
中
学
校
も
現
品
し
、
六
百
を
超

え
る
詩
の
中
か
ら
佳
作
に
二
名
入
賞

し
ま
し
た
。

。越「存在」

3
年
∴
沢
村
潤
子
さ
ん

。
題
「
ゴ
キ
ブ
リ
の
一
生
」

3
年
　
原
田
出
番
さ
ん

o
題
「
青
い
閻
動
」
3
年
　
野
口
　
削
岩

存
　
　
　
在

三
年
四
細
　
沢
村
潤
子

と
き
ど
き
ー

私
と
い
う
人
間
は

停
ま
れ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か

と
、
思
う
。

そ
し
た
ら
、
な
ん
と
な
く

勉
強
す
る
の
か
は
か
ら
し
く

運
動
す
る
の
も
か
っ
た
る
く

そ
う
し
て
　
こ
ん
な
風
に

考
え
て
い
る
の
も
は
か
ら
し
く
な
っ

て私
と
い
う
人
間
の
存
在
を

な
く
し
て
し
ま
い
た
く
な
る
。

た
っ
た
2
6
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

た
っ
た
1
0
個
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
。

そ
し
て

た
っ
た
一
度
き
り
の
　
い
の
ち
。

み
ん
な
が
本
当
に
小
さ
な

た
っ
た
の
存
在
だ
け
ど

そ
の
ど
れ
も
が
∴
確
実
に

大
き
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
英
語
に

ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
数
学
に

そ
し
て
　
い
の
ち
は
世
界
に

限
り
あ
る
も
の
が
　
限
り
な
い
も
の

をり
ん
で
い
る
。

た
っ
た
の
存
在
が
世
界
を
つ
く
る
の

な
ら
た
っ
た
一
人
の
私
の
存
在
も

き
っ
と
　
な
に
か
を
つ
く
り
だ
し
て

い
く
だ
ろ
う
。

私
と
い
う
存
在

小
さ
な
希
望
。

私
と
い
う
存
在

限
り
な
い
も
の
の
別
途
。

可
i
“
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

匝
田
園
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毎　日　が　防　火　デ　ー　で　す　　ぼ　く　の　蒙

㈲

長
　
い
　
土
　
手

－
黒
崎
か
ら
の
帰
り
道
、
父
と
母

と
私
は
大
声
で
話
し
な
が
ら
、
軽
い
荷

車
を
引
い
て
暗
い
遠
賀
川
の
堤
防
を
歩

い
て
い
た
。

「
お
母
さ
ん
も
お
前
も
車
に
乗
れ
や
、

ま
だ
ま
だ
遠
い
け
に
、
歩
く
の

は
し
ん
ど
い
ぞ
」

母
と
私
は
荷
車
の
上
に
乗
っ

か
る
と
、
父
は
元
気
の
い
い
声

で
唄
い
な
が
ら
私
達
を
引
い
て

歩

い

た

。

1

－
　
私
達
三
人
は
、
南
方
を

引
き
あ
げ
て
、
折
尾
行
の
汽
車

に
乗
っ
た
。

毎
日
あ
の
道
を
歩
い
た
の

だ
。
汽
車
が
遼
賀
川
の
鉄
橋
を

越
す
と
、
堤
に
そ
っ
た
白
い
道

が
捲
れ
そ
め
て
、
私
の
眼
に
悲

し
く
う
つ
る
の
で
あ
っ
た
。

白
帆
が
一
つ
川
上
へ
登
っ
て

い
る
、
な
つ
か
し
い
薬
包
で
あ

る。　　－

林
芙
美
子
の
「
放
浪
記
」
に

出
て
く
る
遠
賀
川
の
構
寮
で
あ
る
。
時

代
は
大
正
の
初
め
頃
だ
っ
た
。
そ
の
こ

ろ
芙
美
子
は
直
方
に
居
た
の
で
、
こ
の

景
色
に
描
か
れ
た
鉄
橋
は
埴
生
で
あ
ろ

う
が
、
挨
っ
ほ
い
道
か
い
つ
ま
で
も
続

く
、
こ
と
に
夕
方
の
疲
れ
た
体
に
は
、

た
ま
ら
な
く
長
い
道
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

ー
つ
o

白
い
通
と
俄
の
革
を
く
ま
と
っ
て
、

す
す
き
の
生
え
た
川
岸
、
白
い
帆
を
張

っ
た
用
船
の
姿
も
、
美
し
い
と
い
う
よ

り
悲
し
い
、
と
投
現
さ
れ
る
こ
と
が
一

番
よ
く
思
え
た
そ
う
だ
。

た
こ
と
で
あ
る
。

き
ち
き
ち
の
昔
も
た
ま
た
ま
遠
讃
づ

つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
寺
洞

「
き
ち
き
ち
」
と
は
バ
ッ
タ
の
こ
と

で
空
を
飛
ぶ
と
き
「
き
ち
き
ち
」
と
い

う
題
意
を
だ
す
の
で
そ
う
よ
ん
で
い
る

こ
の
句
は
今
か
ら
も
う
五
十
年
も
前

に
、
遠
賀
川
橋
か
ら
徒
歩
で
芦
屋
ま
で

師

走

の

火

災

予

防

師
走
は
、
何
か

と
気
ぜ
わ
し
い
毎

日
が
続
き
、
人
も

串
も
、
正
月
に
碕

行
っ
た
時
の
も
の
で
、
背
は
今
の

よ
う
に
自
動
串
も
通
ら
ず
、
長
閑

な
道
だ
っ
た
が
、
時
々
日
の
前
を

バ
ッ
タ
が
飛
ぶ
。
五
、
六
メ
ー
ト

ル
歩
い
て
近
づ
く
と
、
又
「
き
ち

き
ち
」
と
飛
ん
で
前
の
方
に
降
り

る。

乾
い
た
道
の
、
白
い
接
の
舞
う

通
の
両
側
は
輩
の
穂
波
が
そ
よ
ぎ

川
の
流
れ
も
見
え
な
い
。

頼
れ
た
足
は
軍
属
の
亜
さ
も
耐

え
ら
れ
な
い
覆
重
い
も
の
で
あ
っ

た。

そ
ん
な
思
い
出
と
想
像
の
世
界

を
抱
い
て
、
い
ま
こ
の
長
い
土
手

を
歩
く
。
つ
ぎ
つ
き
に
自
動
車
が
来
る
、

前
か
ら
う
し
ろ
か
ら
、
舗
装
さ
れ

け
て
走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
時
期
は
、
寒
く
な
り
暖
房
耕
具
の

使
用
が
増
え
、
い
そ
か
し
さ
に
ま
ざ
れ

「
ツ
イ
」
、
「
ウ
ッ
カ
リ
」
し
て
交
通

部
故
や
火
事
が
多
発
し
ま
す
。

こ
の
「
ツ
イ
」
、
「
ウ
ッ
カ
リ
」
に

よ
っ
て
一
生
か
か
っ
て
作
っ
た
家
庭
を

火
部
で
失
な
い
、
時
と
し
て
尊
い
人
命

も
失
な
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
点
に
注
慈
し
で
、
楽
し

い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

タ
バ
コ
の
扱
げ
捨
て
、
痩
タ
バ
コ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

お
や
す
み
前
や
外
出
時
は
、
火
の
元

一
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

乱
臣
文
学
散
歩
㈲
の
巾
の
歌
を
m

ち
ょ
う
ど
こ
の
小
説
と
同
じ
こ
ろ
、

ま
だ
‥
幼
な
か
っ
た
頃
の
思
い
出
は
、

芦
屋
の
浜
に
遊
ん
で
の
柵
り
、
こ
の
長

い
道
を
歩
い
て
、
白
い
道
が
ど
こ
ま
で

も
、
い
つ
ま
で
も
続
き
、
い
つ
摺
り
つ

く
か
わ
か
ら
な
い
遜
い
足
を
ひ
き
ず
っ

た
革
の
両
側
に
は
黄
色
い
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
、
夕
馨
の
茜
色
に
そ
ま

っ
て
美
し
い
。

草
も
水
も
歓
び
と
い
ろ
に
夕
茜

（
片
山
　
花
御
史
）

山
桜
や
ま
と
心
の
涌
け
れ
ば

散
る
も
開
く
も
な
づ
む
な
く
し
て

と
訂
正
し
ま
す
。

同
㈹
の
中
段
終
わ
り
か
ら
1
行

目
、
「
実
景
は
知
る
由
も
な
い
が
、

－
　
想
像
し
た
。
」
を
、
「
鞍
手
町

能
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
」

と
訂
正
し
ま
す
。

暖
房
器
典
は
正
し
く
使
い
、
時
々
点

検
為
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
や
子
供
は
、
避
難
し
や
す
い
と

こ
ろ
に
や
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

家
の
回
り
の
可
燃
物
の
照
理
整
頓
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

火
郡
と
救
急
は
局
番
な
し
の
1
1
9

番
へ
早
く
正
確
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

i
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（8）第280号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑲西の餌

菓和苑（浅木1174番地の22）

綾垣　伸康くん

（暴掌さんの瑚）
昭和56年4月28日生

待望の男の子、僕が生まれ
たのでお父さんは大苺びで

す。二人のお姉ちゃん達も、
僕をよくかわいがってくれま

す。お父さんが付けてくれた

名前の様に、のびのびと健嬢
な子になりますように……。

鬼浦1911諦血

太田　昌宏くん

（蓄美学さんの瑚）
昭和56年2月20日生

僕にアダナかつきました。

「カメンライダーみたい」と

僕の頭をみて近所のお兄ちゃ
んが酋びます。本当に僕は残
そうかな…？。今、ハイハイ

に無沖で、はいまわって探検

するのか楽しみです。

し　2　　婦写　　　掘れ年
だ名12職其描写湖上だ末
〇、月　しや絨興しは潤

12分た、し　は　まがの
月　の広印だ後ずさ赤

管塞讐損害早当霊
号者登用　や級　　毎ん
2　は　し　し　ん影　　回で
名　4　あたにに　　2　す
掲名げ顔は伺　　名　○
織（ま　凸、い　（応）今す版語ま　　4　猟

で回　〇、会す　　名　さ

健康づ　く　り　に　ごほんを　食べま　し　ょ　う

個
傭
鰹
衝
圃
蛙
の
縛
暗
影

年
末
・
年
始
の
「
し
尿
収
集
」
、
「
ご
み
収
集
」
、
「
休
日
急

病
セ
ン
タ
ー
診
療
」
は
、
折
り
込
み
の
お
知
ら
せ
を
よ
く
お
蔀
み

い
た
だ
き
、
ま
ぢ
が
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
の

各
程
検
診
予
定

⑤
⑤
㊤
㊥

▽
対
象
者
　
生
後
1
2
カ
月
～
7
2
カ
月
児

な
る
べ
く
生
後
1
8
カ
月
－

3
6
カ
月
で
受
け
て
下
さ
い

▽
料
　
金
　
四
千
円
（
内
二
千
円
は
町

が
補
助
）

▽
問
診
票
の
配
付

▽
そ
の
他

三
　
極
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
、
百
日

せき）

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
8
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
頭
　
1
3
時
3
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
1
0

月
2
5
日
号
を
ご
覧
下
さ
い

▽
今
後
の
予
定
　
昭
和
5
7
年
4
月
以
降

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

麻
　
疹
（
は
し
か
）

▽
期
　
間
　
同
月
上
旬
－
5
月
下
旬

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
（
か
か
り
つ

接
頭
の
1
週
間
前
か
ら
前

日
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
保
健
衛
生
係
で
問

診
票
を
受
領
し
て
下
さ
い

生
保
、
町
県
民
説
が
均
等

割
額
以
下
の
世
欝
の
人
は

問
診
票
を
受
領
の
際
、
申

し
出
て
下
さ
い
。

⑲
乳
ガ
ン
横
形

㊤
冒
ガ
ン
検
診

㊤
子
宮
ガ
ン
検
珍

1
月
2
7
日
（
水
）

3
月
1
5
日
（
月
）

3
月
1
6
日
（
火
）

3
月
1
8
日
（
木
）

3
月
2
3
日
（
火
）

3
月
3
日
（
水
）

3
月
1
2
日
（
金
）

3
月
1
9
日
（
金
）

け
が
あ
れ
ば
中
間
市
、
遠

賀
郡
内
の
医
院
、
病
院
で

も
可
）

間
　
各
医
院
、
病
院
の
診
諒
時

間
内

親
鸞

妊
　
婦
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
1
2
月
2
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

▽
域
∴
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
∴
妊
産
婦

▽
持
参
崩
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

∇
内
∴
容
　
新
生
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
紙
料

※
胡
込
み
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

逐
次
掃
滅
し
ま
す
。

乳
　
児
　
相
　
談

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
「
元
気

は
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
毎
月
製

菓
し
て
い
ま
す
。

来
年
1
月
1
0
日
号
・
2
5
日
竃
の
掲

減
宿
望
の
方
は
、
今
月
1
8
日
ま
で

に
、
官
製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の

氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
桂
年
月

日
・
暗
譜
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀

町
役
場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

係
」
宛
お
出
し
下
さ
い
。
対
象
は
一

▽
期
　
日
　
1
2
月
2
1
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分
の

問
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
蜜

▽
対
象
者
　
生
後
0
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
∴
体
感
、
身
長
等
の
測
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料
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そのほか、日光によるふとん干しの利点として忘れて

ならないのは、消誌作用です。樋的日光のもとでは、た

とえばジフテリア菌は約2時間、インフルエンザのウイ

ルスは20分ぐらいで死滅します。

1日のうちで、ふとん干しに最も適した時剛ま、よく

贈れた日の昼すぎから午後3時ごろまでです。というの

も、この時固持が、1日のうちで

も空気中の湿度がいちばん低く、

よく乾燥し同時に1日の巌高気温

が出るときだからです。このあと

夕方近くからは、湿度がだんだん

寒い冬の夜、夜具がほんのり暖かいのは、なんとも気

持ちのよいものです。いまは、ふとん干しも、乾燥蕊な

どを使って人工的にできるようになりましたが、やはり

日光を利用するのか一番よいようです。

よく乾いたふとんでも、1晩たつと、人体や室内の湿

気を吸って、かけ点とんで約60グラム、放きぷとんはそ

蒔くなって空気はしめってくるのが普通です。ですから

うっかり日舞れ噂まで干しっぱなしにすると、せっかく

乾いたふとんが、逆にまたしめってしまいます。ふとん

干ししたら、夕方早目に取り込むこと－このことは、

大霜聡のときに干す蕪などについても同じです。

の2倍の120グラム程度重くなる

といわれます。120グラムといい

ますと、場のみ茶わんに軽く1杯

分の水に相当し、ふとんは1晩に

これだけの湿気（水分）を吸収し

ていることになるのです。

これらのふとんを日に干すと、水分は外に送り出され

て乾燥し、その分軽くなります。また、夜具を剛と当て

ると、綿の繊維の間隔が広がり、そのなか（こ含まれる空

気の壷が増えて、その分だけ熱を通しにくくなり、保温

作用を高めます。

飲んだら　乗る　な．′　乗る　な　ら　飲むな．／
－飲酒運転を追放し　ま　し　ょ　う－

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん

工
　
業
　
統
　
計

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
　
　
　
に
ご
協
力
を

工

業

実

態

基

本

こ
の
ほ
ど
通
産
省
で
は
昭
和
5
6
年
1
2

月
3
1
日
現
在
で
、
昭
和
5
6
年
工
薬
統
計

調
盃
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
維
運
親
許
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
鎚
遺
業
を
営
む
郵
楽

所
を
対
象
と
し
て
、
製
造
品
の
出
棚

頼
、
原
材
料
使
用
額
、
有
形
閲
定
資
産

数
、
燃
料
の
受
入
娘
、
用
途
別
消
波

追
、
在
庫
量
を
調
査
し
工
業
の
実
態
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
質
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
呼
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

嗣

こ
の
統
計
資
料
は
、
国
、
地
方
公
共

団
体
の
磋
菜
摘
造
政
策
、
立
地
、
水
資

源
対
痛
や
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
ろ
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
、
導
入
の
促
進
な
ど
各

軸
の
施
鋭
箔
定
の
基
礎
資
料
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
5
年
に
一
度
実
施
さ

れ
て
い
る
工
業
実
態
盤
本
調
査
も
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
棚
番
は
、
通
産
省
よ
り
指
定
さ

れ
た
企
業
だ
け
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
秘
薬
所
に
は
、

年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
盃
楽

に
記
賊
さ
れ
た
内
容
は
、
外
貌
に
絶
対

も
ら
し
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

農
業
技
術
研
修
生
募
集

農
林
水
産
省
野
菜
試
験
場
久
留
米
文

物
で
は
、
胴
和
5
7
年
度
農
業
技
術
研
修

生
を
募
兆
し
ま
す
。

▽
灼
∴
象
－
評
轟
、
ま
た
は
同
等
以
上

の
学
校
で
膳
楽
に
関
す
る

課
程
を
修
め
て
狩
薬
し
た

壷
（
卒
業
見
込
者
含
む
）

▽
轍
暮
受
付
　
棚
卸
5
7
年
1
月
n
日
－

2
月
6
日
ま
で

▽
募
集
定
員
数野
菜
噂
攻
　
1
8
名

措
き
専
攻
　
7
名

辞
細
に
つ
い
て
は
、
速
質
町
役
場
産

業
課
に
お
闘
い
合
せ
下
さ
い
。

消
防
設
備
士
講
習
会

∇
対
象
　
o
免
状
の
交
付
後
、
2
年
以

内
に
当
該
離
習
を
受
け
て
い
な
い

者
。
o
受
話
後
4
年
を
経
過
し
、
5

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
。

▽
日
時
・
区
分

撤
和
5
7
年
1
月
2
5
日
（
第
一
種
）
、
1

月
2
7
日
（
第
四
踵
）
、
2
月
8
日
（
第

一
謡
）
、
2
月
9
日
（
第
三
謡
）
、
2
月

1
0
日
（
第
五
種
）

∇
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

昭
和
粥
年
1
2
月
1
4
日
～
1
5
日
　
北
九

州
市
消
防
局

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
迷
賀
郡

消
防
署
予
防
謙
　
語
話
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第280号　　　　　　　　　　　　　鋼西の彿（10）

12月下期の遠賀町主要行事

前号まで、各種団体の委員・役員会のうち、月例定例会説には、濃い文字（ゴジック体）を使用していましたが、

今宮からは、町民全員に対しての行事内容に使用いたします。

なお、今後も月例定例会甜こIよ別途本人宛余韻通知状は出しませんので、見落しがないよう特に御注意下さい。

日 �唖 �行∴恕　内　容i時　間i難会坤担当課名1日的及び主な対象等i備巷 

16 �水 �家庭教育学士00－12車央公民館車会教育課 ���学級生　　i 

17 �木 �献　　血車－15車鯖節I福祉課i渕6歳以上－65脚の人）壁 

一薄　大　中00～15中央公民年会教育課 ���学級生 � 

18 � �明日の親の為の学士00－12中央公瑚i社会締課i学雛　　i 
三醜合予隠田中一14車央公輔車民諌i墨謹蒜業から前日i謹ジ 

19 �土 �町行政懇談会中一i公闘士務諜【 ���� 

20 �目 �LL窒壁対抗駅伝大会中－11：30 �謹期社会輔諜 ��多数の職をお願いします悼ジ 

乳　児　相　談巨0－10‥3車保雄 ��住民課匡後0－6舶i欝ジ 

i i �i �婦　人　学　級幸一i中央公輔i社会輔課i学級生　　i 

22 �火 �妊　婦　相　中301役妹健重圧民課匡 ����詳細は 8ページ 

25 �金 �明日の親の為の学年0…2中央公民館巨会敬謙中生　　l 

26 （ 30 �土 ） 水 �＿里芋三㌢車00一24：00 �胴巡回車務諜匪鰯雲禦巡回i 

28 i �月 �王」L納　め車でI役　場i庶務課i町行政事務全般　i 

31 1 �木 �エネルギー消費掘進統計調査 � �i �町内荘柴所（製造業） �詳細は 9ページ 

記事の見落しがないよう　すみすみまで良く読みましょう


